
トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム

第８期募集説明会
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文部科学省
官民協働海外留学創出プロジェクト
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2020
（日本再興戦略 平成２５年６月１４日閣議決定）

全ての意欲ある若者に多様な海外留学の機会を

万人!

高校生

大学生等 6 ẓ 12

万人!3 ẓ 6



ḵ JAPAN ֹו

支援元：①国
②地方自治体
③各種財団
④海外の政府、団体
⑤海外の大学
⑥日本の大学
⑦トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム

（民間資金を活用した留学支援制度）
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“産業界を中心に社会で求められる人材”、
“世界で活躍できる人材”の育成

学生の海外留学を促進するという観点から、
各領域でリーダーシップを発揮する多様な人材を支援し、

海外留学の機運を高める

主

副
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学生日本代表を

海外へ派遣

民間からの寄附 200 億円

10,000 人

ẑ2020年までの目標

産学官の出身者から構成される
協働プロジェクトチームが事業を推進
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3,048 צּ

ḱể Ḳ323 (106 )
ḱỄ Ḳ256 (110 )
ḱễ Ḳ404 (113 )
ḱỆ Ḳ437 (141 )
ḱệ Ḳ513 (136 )
ḱỈ Ḳ507 (138 )
ḱỉ Ḳ608 (160 )

( )

ể Ṍỉ 3,048 צּ

ẑ 1 Ṍ
7 (n=3048)

理系、複合・融

合系人材コース
43%

新興国コース
10%

世界トップレベ

ル大学等コース
15%

多様性人材コー

ス
22%

地域人材コース
10%

採用コース男性
49.4%

女性
50.6%

男女比

アジア
21%

中近東
1%

アフリカ
3%

大洋州
5%

北米
28%

中南米
2%

欧州
40%

留学先

1ヶ月以内
3%

2～3ヶ月
12%

4～6ヶ月
19%

7～12ヶ月
59%

13～24ヶ月
7%

留学期間
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①“幅広い留学”
（海外体験）を対象

②事前・事後研修
の提供

③派遣留学生
コミュニティ

④充実した奨学金等
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将来のグローバルリーダーとしての動
機付け

留学体験の振り返りと
今後の学生生活への接続

留学目的・計画の明確化

活動成果の発表

事前研修 事後研修

留学目的を事前に明確化し
留学の効果を最大化する

留学で得たことを生かす
ためのフォローアップ

︣ ṇ כֿלּ ḭ
וֹףּ



ḱ

事前・事後研修の内容や講演などの
映像を確認できます。

ồớ
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参加学生×民間企業×大学等
コミュニティの形成

学生

民間企業 大学等
・交流会、勉強会
・インターン案内等

︡ḭ
Ṅ ︣



２０１４年７月２７日一期生派遣前壮行会にて
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︡

国費留学プログラム 日本代表プログラム

【留学準備金】
無し

【授業料】
無し

【留学準備金】
往復渡航費等の一部

【授業料】
大学、大学院での授業料の一部

【月額】
月額6～10万円

【月額】
月額12、16万

※所得制限を超える学生は一律6万
※月額の受給には、一月の留学日数が15日以上

必要です。
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וֹ ḭשּ ︣
ḱ ḭ ṇ ḭ

ṇ ︣

選抜 事前研修 留学 事後研修
派遣留学生
コミュニティ

行っただけに
終わらない留学
目的の明確化

留学修了者を
対象とした
インターンシッ
プ、学生等の企
業
理解の増進

留学を真に血肉
とするために
欠かせない
フォローアップを
実施

成績優秀者だ
けでなく、高い
意志と強い意欲
がある学生等を
選抜

奨学金等による
経済的支援



Hop ²Step ²Jump

留学中から
事後研修時点

卒業
（社会人になる時の

心構え）

留学前
（選抜された時点）

ǐ情熱、意志

ǐ好奇心、探究心、未知
の領域に対して挑戦す
る姿勢

ǐ独自性
（視点、ｽｷﾙ等）

ǐ発信力、
周りへの影響力

ǐ留学を成し遂げて自信
が少しつく
ǐ海外経験を通して日本

人としてのアイデンティ
ティが確立し始める
ǐ海外の人脈を持ち始め

る

社会人
（〜３０歳まで）

ǐ日本社会、グローバル
社会に対する独自の
視点を持ち、物事を常
に複数の立ち位置から
分析できる能力を持
ち、その力を仕事で活
かす。
ǐ独自の分野でリーダー

シップを発揮し、年齢
に縛られずに活躍して
いる。人脈を活用して
新しいものを生み出し
ている
ǐ仕事を通して海外・国

内の人脈が広がり、特
に自分の分野以外の
人脈を通して刺激を受
ける。

・トビタテの経験を通して
自分に対する誇りをしっ
かりもった社会人になる
マインドセットができてい
る
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ÅAmbassador
ḭṡ ṇṕ ṖṢ

︡ אל ︣

ÅEvangelist
ṡ

ṕ ṖṢ ︡ ︣

ÅGlobal Leader
︢ ︡ḭ
ṡ ṇ ṇ ṇṢ ︣

︢

留
学
前

留
学
中

帰
国
後
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3.png
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צּ
בֿ

出典：2016年1月23日 朝日新聞(中部版) 出典：2016年2月14日 産経新聞(京都版)

名古屋で留学×就活イベント実施 京都で留学×専門性の学会を実施
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「学生広報ブランドマネージャー」

(在籍学校内のハブ)

(2016年12月現在：48大学)

大学代表として、学内広報（エヴァン
ジェリスト活動）のハブ

①在籍校の国際担当教職員との協業

（トビタテの窓口担当の方の広報活動の

お手伝い）

②学内外のトビタテ生と連携

「とまりぎ」

(地域のトビタテ生のハブ)

(2016年12月現在：全国9地域)

トビタテ生が中心となり

発足したコミュニティ

①名簿管理

②トビタテ生の企画紹介

③同窓会企画

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3.png
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応募のために必要な資料はこちらから
ダウンロードして確認してください。

・募集要項
・応募の手引
・説明会資料（ＰＰＴ）等

ồớ
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Ị Ḳ500 β

80名

100名

220名

100名

新興国コース

多様性人材
コース

理系、
複合・融合系人材コース

（新設）未来テクノロジー人材枠

世界トップレベル
大学等コース

1割程度を高等専門学校生とします。
2割程度を未来テクノロジー人材枠とします。

理系分野、

複合・融合系分野の
計画対象

人文・社会科学系
分野の計画対象

全分野の計画対象

β応募は、在籍分野ではなく、留学計画の分野で応募してください。

産業界を
中心に活躍
する意欲

多様な分野で
活躍する意欲

β大学全国コース450名、大学オープンコース50名の合わせて500名の募集となります。詳細は、各募集要項を御確認ください。
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専門性や実績を推薦状を重視して評価します。

客観的に評価可能なスキルや実績（研究実績、コンテスト上位入賞、国
の理系TOP人材育成プログラム合格者等）がある場合は更に加点しま
す。
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①平成30年4月1日から平成30年10月31日までの間に留学が開始される計画。
※なお、日本で開催される事前研修に参加しないと留学を開始できませんので、注意してください。

②留学期間が28 日以上2年以内（3か月以上推奨（「海外初チャレンジ応援枠」は
除く））の計画
※支援期間が13か月以上となる計画の支援人数は、支援予定人数全体の1割を上限。

③留学先における各受入れ機関（以下「留学先機関」という。）がそれぞれの留学
開始前までに確保できる計画

④在籍大学等が、教育上有益な学修活動と認める計画

⑤留学の目的に沿った実践活動が含まれている計画
β語学留学のみの計画は、支援の対象になりません。
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①日本国籍を有する学生又は申請時までに日本への永住が許可されている学生

②本制度で実施する事前・事後研修及び留学生ネットワークに参加する学生

③日本の大学等において、卒業又は学位取得を目的とした課程に在籍する学生
（注）海外の大学、大学院へ直接進学される方は、対象となりません。研究生も対象となりません。

④日本の在籍大学等が派遣を許可し、留学先機関が受入れを許可する学生
（注）留学期間中は、奨学金受給のために、毎月、留学先機関での在籍の確認を報告する必要があり
ます。

⑤（大学全国コース）機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす学生
（大学オープンコース）機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を超える学生

（注）家計基準を満たすかどうかは、在籍大学等に家計※の所得がわかる直近（平成28年1月～12月
分）の必要書類（源泉徴収票、確定申告書等）を提出し、家計基準を満たすか満たさないか確認してく
ださい。
※学部、短大、高専生は、家計の所得、大学院生は、本人の所得となります。家計基準を判断するに
当たって、学籍身分は平成30年4月1日時点の学籍身分（見込）をもって判断してください。



Ị

⑥留学に必要な査証を確実に取得し得る学生

⑦留学終了後、日本の在籍大学等で学業を継続又は学位を取得する学生
（注）採択された留学計画の期間中であっても、卒業等により日本の在籍大学等に在籍しなくなった場
合は、派遣留学生の採用を取り消し、既に支給している奨学金等の返納を求めます。

⑧平成30年4月1日現在の年齢が30歳以下である学生

⑨インターンシップ等での報酬や他団体等から留学のための奨学金を受ける際に
は、その平均月額が、本制度による奨学金の支給月額を超えない学生
β他団体等から奨学金を受ける場合、当該奨学金支給団体側においては、本制度の奨学金との併給
を認めない場合があるので、当該団体に確認すること。
β機構が実施する海外留学支援制度（協定派遣）との併給はできません。

β機構が実施する第一種、第二種奨学金の貸与を受けている者は本制度の奨学金と併給が可能です
が、休止を希望する場合、在籍大学等の担当部署にて手続を行ってください。

⑩本制度において過去に派遣留学生として採用されていない学生
β過去に派遣留学生として採用された後、本人の責によらず渡航前に辞退した学生は対象となりま
す。また、高校生コースの派遣留学生として採用された学生は対象となります。



Ị ṇ
応募期間：平成29年7月3日（月）～平成29年10月20日（金）β
β大学等により応募締切は異なりますので、早めに留学窓口にお問合せください。

書面審査：平成29年11月上旬～11月下旬
面接審査：平成30年1月13日（土）、14日（日）［東京］
採否決定：平成30年2月上旬
事前研修：平成30年3月14日（水）～15日（木）［関西会場（1泊2日）］

平成30年3月17日（土）～18（日）、19日（月）～20日（火）
［関東会場（1泊2日）］β1回参加

支援対象：平成30年4月 1日（日）～30年10月31日（水）留学開始
（28日以上～2年以内）

平成29年度
7～10月 11～1月 4月

平成30年度
10月3月

応
募

選
考

留学開始日
（4月~6月の方）

7月

修

6月

研
修

研
修

留学開始日
（7月～10月の方）
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・体制：
各地域の企業、地方公共団体、教育機
関等が連携し、地域の活性化に資する
独自のテーマを設定。それに即した海外
留学及び地元企業でのインターンシップ
を組み合わせたプログラム設計

・学生の選考：
派遣留学生は各地域が選考。他コース
同様、学生コミュニティや事前・事後研修
への参加を義務付け

・事業規模：
現時点で20地域の事業を採択。

・応募（★）

県内大学に在籍する学生だけでなく、県
外大学等に在籍する学生の応募も受け
付けている地域もあります。また、地域に
よって応募をしていない期があります。

平成27～29年度 採択地域(20地域) β募集状況は各地域の募集ページを参照ください

北海道

栃木

奈良
奈良市

徳島

佐賀

福島
いわき市

福井

島根

宮崎

沖縄

岩手

石川

岡山

大分

長崎

新潟
長岡市

静岡

熊本

香川

三重

★

★ ★

★

★ ★

★

★

★

★
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１）大きな夢や留学への想いを、自分のコトバで！

３）ゴールを明確に！

４）留学経験を活かして何かを社会に還元しよう！

留学で何をするかは自分次第。留学を決意した背景、目的、挑戦したいことを自分のコトバで伝えよう

達成したい目標、実現したいアウトプットをしっかり考え設定しよう

社会にどんな影響を与えたいのか、どんな形で動かしたいのか、考えてみよう。なぜトビタテ？

２）受け身の学びより実践・挑戦！

５）プランを実行できる意欲と意志！

インターンシップやフィールドワークなど、「社会との接点」を作り、
主体的かつ実践的な活動を盛り込もう

留学プランを実現するために必要な準備やスケジュールを調査、検討、熟考しよう。そして行動！



ỞỹỴỷἄ

/

ḱ



︡

︡

ṕ OR
Ṗ ︣ ḭצּ

︡ḭ וֹפּקּ ḭךּ
צּ ךּ ṇ

︣

ṧ
ṇ

ṥ ṇ Ṧ

ṥ ṇ Ṧ

ṕ צּ ךּ Ṗ

PBL ṇ ḱ

ḭשּ צּ
ḭ לּ

ṥ ṇ Ṧ

Ex.1

Ex.2

Ex.3
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PBL ṇ ḱ



ồớ



צּ קּ ︣ḵ



Å

Å ḭ ḭ ḭ ḱ

Å ṕ
Ṗ

ḭ

Å פּ ךּ ḭ
Å פּ ḭ

ṡ טּשּ Ṣ

ṥ Ṧ

ḭ ồớ ṡ טּשּ Ṣ ḭ
ךּ ṕלּ ḭ ￼ ḵṖ

Ṍ Ṍ



Åキャリアセンター、就職課などに相談

大学等の提供するもの

ÅAIESEC、IAESTE等、海外インターンシップ、
ボランティアや海外体験の場を提供する団体
に相談

学生団体等の提供するもの

Ṍ ︡ Ṍ



Å学内の研究室や研究者（教員）個人が持つ人脈
ネットワークを活用

教員が持っているコネクション

Å海外事業所におけるインターンシップ
（取り扱う企業等に相談）

Å政府系機関の事業で提供されるもの

Å留学エージェント等が提供するもの

企業等が独自に提供するもの

Ṍ ︡ Ṍ



ṇ
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ṇ ḭ

ḵ JAPAN
︡ ךּ ḭצּ

אל לּ ︡
ṇ כֿ

ḭ 1 ︡ ︡ שּ
Ḯךּאל



ṇ
ồớ



ךּ

ṡ1 Ṣ
V

1. ( )
2.

/
3.
4.

1.

2. /

3.

V

V

ṡ1 Ṣ

（参考）第2期～第7期生対象の手引きより



ךּ



1. ḵ JAPAN ךּ

2. Ị ךּ

3.

4.

5.
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טּשּ ךּ

ṕ Ṗ
ḱ צּ ךּ Ḵפּ
ḱ ︡ Ḵפּךּ
ḱ Ḵפּ
ḱ Ḵפּ︣
ḱ כֿשּ Ḵפּ︣
ḱ לּ טּצּ Ḵṕפּ︣ ḭỡỔỞỌḭ Ṗ
ḱ כֿשּ Ḵפּ︣ Ḵ
ḱ Ḵ
ḱ Ḵפּ︣

ṕ Ṗ
ḱ 4 צּ ḭ ︡לּ ךּ ︡ Ḵפּלּ
ḱ ךּ Ḵ פּ Ḵ
ḱ ︡ Ḵפּלּ
ḱ ṇ Ḵפּ
ḱ ḭJASSOּפ וֹ ךּ כḭֿצּ ךּ Ḵפּ︣

ṕ Ṗ
ḱ ḭ Ễ Ḵ ṇ פֿ Ễ Ḵ
ḱ Ḵ
ḱ ṇ Ḵפּ︣ ṇ Ḵ
ḱ7 20 צּ ḭ7צּ︣ נּ Ḵפּ︣
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ṡ ḵ JAPAN 
Ṣ ︡ ךּ ךּ ךּ ṡ
ṇ Ṣ
︣ ḱ ︡ ṇ
ḭךּ 7 וֹ
ḱ ︡ Ḯ

︣



ḵ JAPAN

67



fin.
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